
令和 6年 ４月 １6日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所　みかんの丘あけぼの 活動の様子の写真

実施日程　令和5年4月～令和6年3月

実施した生産活動・施設外就労の概要

利用者数等 酒粕クッキー

＜目的＞

地域連携活動のねらい 酒粕のロールケーキ

地域にとってのメリット

対象者にとってのメリット

＜成果＞ 高木酒造蔵開き会

実施した結果

得られた成果 活動内容の追加コメント

課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 みかんの丘あけぼの

住　所 高知県香南市香我美町下分684－1

3911050130

管理者　野村みちよ

令和5年度電話番号 0887－50－6566

連携先企業名 高木酒造株式会社 担当者名 代表取締役　高木直之

酒粕を使用した商品開発について、高木酒造からの提案も検討する。

酒蔵開放では、酒粕プリンの問い合わせもあり好評であった。売り切れのため買えなかったお客様もいたようだ。

連携先の企業等の意見または評価

地域の企業とのコラボ商品として、高木酒造(株)の純米吟醸酒の酒粕を使用した「酒粕クッキー」を商品開発

し、県外卸店舗の人気商品として通年での販売が好調に伸びています。

令和6年3月には、高木酒造蔵開きのイベントに協賛出店しました。クッキーだけでなく酒粕のパウンドケー

キ、ロールケーキ、プリンなどを製造して大好評でした。

クッキー班利用者3名、ケーキ班利用者3名が商品開発に取り組んでいます。蔵開きでは地元の販

売店の方々と一緒に、200人の来客をおもてなししました。

高知県産品を使用した付加価値の高い商品開発に地元企業と連携して取り組む。また、地域のイ

ベントにも積極的に参加して、地域交流を促進する。

高知県産品を商品化することで、地域産業と福祉の連携が広がるとともに地域活性化につなが

る。
商品開発に参加することで、地場産品や地域活性化の一員として

の意識を高めることができる。

酒粕クッキーの販路開拓ができた。蔵開き用として開発したロールケーキやプリンは、地元のダ

イキ野市店産直市でも販売ができるようになった。

商品開発にあたり、地元企業に福祉事業についてご理解いただき連携事業所として認めていただ

けた。蔵開きに参加して当事業所としても地域活性化の意識が高まった。

今後も、高木酒造の酒粕商品を地元の方々に知っていただける取り組みが必要である。
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